
令和５年度県内教育旅行促進支援金 Ｑ＆Ａ 

Ｒ５．４．３ 

Ｑ１ 支援対象者は、どのようになっているのか。 

Ａ１ 県内の学校（学校教育法第１条に規定する小学校、中学校、義務教育学校（小中一貫）、高等

学校、中等教育学校（中高一貫）、特別支援学校及び高等専門学校）又は県内の学校から依頼を

受けて教育旅行を企画、実施する旅行業者等となります。 

 

Ｑ２ 支援の対象となる県内教育旅行は、どのようなものか。 

Ａ２ 県内の学校が学校行事として企画し、令和５年４月３日から令和６年２月２９日までの間に校

外で実施する修学旅行等の県内において実施する宿泊を伴う教育旅行全般です。 

 

Ｑ３ 支援の対象とならない旅行は、どのようなものか。 

Ａ３ 部活動のスポーツ合宿など、学習指導要領の特別活動として位置づけられている内容に沿わな

いものについては、対象外です。 

 

Ｑ４ 学校からの直接申請は可能か。 

Ａ４ 旅行会社又はバス会社経由で教育旅行の予約をしていない場合は、直接申請が可能です。 

旅行会社・学校からそれぞれ同じ内容の申請をすることのないよう、十分ご注意ください。 

ご不明な場合は、随時ご連絡ください。 

 

Ｑ５ 学年ごとに別の日程で教育旅行を行う予定だが、まとめて申請しなければならないのか。 

Ａ５ 同じ学校でも学年ごと別の日程で実施したり、複数回実施したりする場合は、それぞれ別々に

申請してください。同様に実績も別々に報告してください。支援金もそれぞれの旅行ごとに口座

に振り込みます。 

（旅行等の会計が学年ごとに異なることも多いことから、それぞれ申請していただくこととして    

 おります。） 

 

Ｑ６ 支援金は、学校ごとに１回しか申請できないのか。 

Ａ６ 学校ごとに申請回数の制限はありません。同じ学年でも日程が異なれば複数回申請していただ 

けます。 

 

Ｑ７ 県内で２泊する予定だが、支援金額は、２倍になるのか。 

Ａ７ 宿泊日数が２泊以上でも支援金額は変わらず、２倍にはなりません。 

 

Ｑ８ 宿泊を伴う教育旅行を実施するが、宿泊場所が県内ではない場合、宿泊の対象になるのか。 

Ａ８ 県内での宿泊がない場合は、対象にはなりません。県内で１泊以上の宿泊が必要です。 

 



Ｑ９ 雨天時等は、晴天時と異なる計画をしているが、申請時の実施計画書に記載は必要か。 

 Ａ９ 事前に計画している場合は、実施計画書に記載してください。それらの計画も含めて実施 

計画を審査します。ただし、雨天時等の訪問先及び宿泊先が県外となった場合は、当該旅行は支 

援の対象外となります。 

なお、当日の状況により急遽旅行を中止した場合は、速やかに「（変更・取り下げ・旅行 

中止）申請書（第３号様式）」を提出し、協議を行ってください。 

 

Ｑ１０ 交付決定された支援金は、必ずその額が支払われるのか。 

Ａ１０ 支援金の支払いについては、事業実施後の精算払いとなります。最終的な費用の合計額 

（実際にかかった費用から市町等からの補助金、交付金等を除いた額）が、支援金の交付 

決定額を下回る場合は、その額が支援金の上限となります。（その場合、減額して交付し 

ます。） 

 

Ｑ１１ なぜ申請はメールのみの受付なのか。 

Ａ１１ 申請件数も多いことから、申請状況をデータ管理している為です。また、新型コロナウイル 

ス感染症拡大防止の観点から、できるだけ接触の機会を減らすため、申請はメールのみの受付 

としています。 

 

Ｑ１２ 市町からの補助金や、国の「全国旅行支援」等との併用は可能か。 

Ａ１２ 市町や財団などの補助金等を受ける予定の旅行でも、当該補助金等が他の補助金等との併用

を認めている場合は、申請が可能です。また、全国旅行支援との併用も可とします。 

   （全国旅行支援と併用の場合、まず、県内教育旅行促進支援金を適用、その後、残額に対し全

国旅行支援を適用します。）ただし、その他の県の補助金等を受ける旅行は、対象外です。 

 

Ｑ１３ なぜ来年３月に実施する場合は、対象外なのか。 

Ａ１３ ３月は、卒業式や入学試験、春休みもあり、旅行日程を入れにくいためです。また、旅行費

用等の精算を３月中にする学校が多いことも考えられることから、支援金も３月中に支払うた

めに、２月実施までの教育旅行を支援の対象としているところです。 

 

Ｑ１４ 学校で県内教育旅行の全てを企画、手配し、実施する予定だが、支援金の申請事務の 

   み旅行会社等に依頼してよいか。 

Ａ１４ この場合、旅行会社等とはバス会社、鉄道会社を指すものと思われますが、バス会社からの

支援金の申請は可とします。但し、学校と事業者からの二重申請にならないよう、ご注意くだ

さい。 

なお、鉄道会社からの申請を検討されている場合は、ＪＴＢ三重支店までお問い合わせく

ださい。 

 



Ｑ１５ 旅行実施前の支援金申請を失念してしまったが、事後申請は可能か。 

Ａ１５ 事後申請は、一切不可となりますので、必ず旅行実施前に申請を行い、承認を受けたうえ 

   で、旅行を実施してください。 

     なお、事務手続きの都合上、旅行を実施する２週間前までに申請を終えていただきますよ 

う、お願いします。 

 

Ｑ１６ 現地集合・現地解散の旅行の場合、本支援金の対象か。 

Ａ１６ 対象外です。例外的なご旅行がある場合は、事務局へお問い合わせください。 

 

Ｑ１７ 日程変更が発生した場合の対応は、どのようなものか。 

Ａ１７ 変更が発生した時点で、速やかに「（変更・取り下げ・旅行中止）申請書（第３号様式）」を 

ＪＴＢ三重支店にご提出いただき、承認を受けたうえで、旅行を実施してください（変更申請 

は、当初の承認番号が継承されます）。 

変更後の日程が未定の場合、その旨を記載してください。 

延期した日程が確定した後、取得済みの当初の承認番号を記載のうえ、再度第３号様式にて 

確定日をご報告いただき、承認を受けたうえで、旅行を実施してください（実施前の報告及び 

承認が必要となります）。 

 

Ｑ１８ 指定の請求書はないのか。 

Ａ１８ 汎用請求書をＪＴＢ三重支店ホームページに掲載しております。書式は問いませんので、必

要に応じてご利用ください。 

 

Ｑ１９ 単価が人数で割り切れない時の算出はどのようにするのか。 

Ａ１９ 実績報告書の内訳欄で各項目（例えば：バス代）の合計金額を人数で頭割りした時の単価が 

割り切れない場合は、小数点以下は切捨てとなります。 

 

Ｑ２０ 当初申請時より参加人数が増加したが、実績報告書提出時の報告でよいのか。 

Ａ２０ 当初申請時より参加人数が増加する場合は、必ず旅行実施前に「（変更・取り下げ・旅行中 

止）申請書（第３号様式）」をＪＴＢ三重支店にご提出いただき、承認を受けたうえで、旅行 

を実施してください。 

参加人数増加の申請を旅行実施後にいただいた場合、増加分については、支援金の対象外 

となりますので、ご注意ください。 

 

Ｑ２１ 請求書提出後、いつ頃振り込まれるのか。 

Ａ２１ 請求書の記載内容に不備がなければ、毎月２５日ＪＴＢ三重支店到着分を締切として、翌月 

１５日までに指定口座に支援金をお振込みします。不備があると振込みが１か月遅くなる可能 

性がございます。 



 

Ｑ２２ 旅行先によって支援額が変わるが、訪問地と宿泊地が異なる場合は、どうなるのか。 

Ａ２２ 複数地域にまたがり教育旅行を実施する場合、学校所在地域から一番遠い教育旅行実施地域 

の支援金額を適用します。 

（例）中勢地区の学校が、東紀州地域での体験学習を行い、伊勢志摩・紀勢地域で宿泊をす 

る場合、東紀州地域での支援金額の適用となります。 

 

 

 

 


